
2 0 1 9 年 1 月 2 5 日
東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社
福 島 復 興 本 社

福島復興本社における

賠償・除染・復興推進等に関する取り組み状況
～福島復興への責任を果たすために～

〇 原子力損害賠償の進捗状況 １ ～ ３

○ 除染等推進活動状況 ４ ～ ５

○ 復興推進活動状況 ６ ～ ８

○ 流通促進活動状況 ９ ～ 10



原子力損害賠償の進捗状況について

＜原子力損害賠償のご請求・お支払い等実績＞

＜賠償支払額及び要賠償額の推移＞

2018年12月31日現在

個人 ※１
法人・個人
事業主など

ご請求について

ご請求書受付件数（延べ件数） 約2,395,000件 約490,000件

本賠償の状況について

本賠償の件数（延べ件数） 約2,266,000件 約422,000件

本賠償の金額 ※２ 約3兆4,593億円 約5兆0,925億円

これまでのお支払い金額について

本賠償の金額 ※２ 約8兆5,518億円①

仮払補償金 約1,529億円②

お支払い総額 約8兆7,047億円①＋②

※1 個人の自主的避難等に係る損害を含んでおります。

※2  仮払補償金から本賠償に充当された金額は含んでおりません。

(億円)

2011/12/27
1兆7,003億円

2013/5/31
3兆9,093億円

(+6,894)

(+6,662)

法人・個人
事業主など

個人

仮払補償金

3兆0,610億円

3兆4,593億円

1,529億円

＜折れ線＞
要賠償額

＜棒＞
支払額

【新・総特】
2013/12/27

4兆9,088億円

(+9,995)

2014/7/23
5兆4,214億円

(+5,125)

【総特】
2012/3/29

2兆5,462億円

(+8,459)

2012/12/27
3兆2,430億円

(+6,968)

2015/3/26
6兆1,252億円

(+7,037)

2015/6/29
7兆 753億円

(+9,501)

2016/3/18
7兆6,585億円

(+5,831)

2016/12/27
8兆3,664億円

(+7,078)

除染等 2兆0,315億円

(+977)

8兆7,047億円

2018/12累計

(+12,405)

2017/6/28
9兆7,047億円

【新々・総特】
2017/5/11

8兆4,641億円

2018/3/27
10兆3,895億円

(+6,848)

2011/10/28
1兆109億円
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＜賠償項目別の合意金額の状況＞

＜ご案内を開始している主な賠償項目＞

個人 法人・個人事業主

2011年

８月：個人本賠償
・精神的損害
・就労不能等に伴う損害
・検査費用
・避難・帰宅・一時立入費用
・生命・身体的損害 等

９月：法人本賠償
・営業損害
・出荷制限指示等による損害
・風評被害
・間接損害 等

2012年

２月：自動車に対する賠償
自主的避難等に係る損害に対する賠償

７月：建物の修復費用等に係る賠償

２月：自動車に対する賠償

１２月：償却資産および棚卸資産の賠償

2013年

３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償
家財の賠償

１１月：田畑に係る賠償

３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償

１１月：田畑に係る賠償

2014年

１月：精神的損害（要介護者さま等への増額）に係る賠償
３月：移住を余儀なくされたことによる精神的損害に係る賠償

早期帰還に伴う追加的費用に係る賠償
避難指示解除後の相当期間に係る賠償
仏壇の賠償

４月：住居確保に係る費用の賠償
７月：墓石等の修理に係る賠償
９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償

自主的除染に係る費用の賠償
９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償

自主的除染に係る費用の賠償

2015年

２月：家財の個別賠償
３月：福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償

４月：墓石等の移転に係る賠償

６月：避難指示解除準備区域・居住制限区域における精神的損害の追加賠償

３月：避難等対象区域内の農林漁業以外の事業者さまに対する仮払
福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償

６月：新たな営業損害賠償等

2016年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：農林業者さまに対する2017年１月以降の営業損害賠償等

2017年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：平成30年以降の避難指示区域外の農林業における風評賠償

2018年

１月：移住を余儀なくされた区域における住居確保にかかる費用の
賠償のお取り扱い

３月：2018年4月以降における個人さまの避難・帰宅等にかかる費用の
賠償のお取り扱い

８月：2019年以降の避難指示区域外の農林業における風評被害について

要賠償額<A>
(3/27資金援助額変更申請)

合意いただけた実績※1<B>
(2018年12月末現在)

Ⅰ．個人の方に係る項目 20,598億円 19,784億円

検査費用等 3,352億円 2,703億円

精神的損害 10,967億円 10,814億円

自主的避難等 3,626億円 3,626億円

就労不能損害 2,652億円 2,640億円

Ⅱ．法人・個人事業主の方に係る項目 29,657億円 28,906億円

営業損害 5,258億円 5,164億円

出荷制限指示等による損害及び風評被害 17,781億円 17,560億円

一括賠償（営業損害、風評被害等） 3,084億円 2,400億円

間接損害等その他 3,532億円 3,780億円

Ⅲ．共通・その他 20,917億円 18,021億円

財物価値の喪失又は減少等 14,756億円 13,775億円

住居確保損害 5,910億円 3,996億円

福島県民健康管理基金 250億円 250億円

Ⅳ．除染等※2 32,721億円 20,315億円

合計 103,895億円 87,028億円

※1 振込手続き中の方も含まれるため、これまでのお支払金額とは一致しません。 【B／A 84％】

※2 閣議決定及び放射性物質汚染対処特措法に基づくもの。
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＜ＡＤＲの対応状況＞

2019年1月11日現在

申立件数 24,351件

解決件数

23,264件

全部和解件数 18,815件

取下げ件数 2,516件

打切り件数 1,931件

却下 1件

和解の仲介をしない 1件

現在進行中の件数 1,087件
出典：原子力損害賠償紛争解決センターＨＰより

※申立件数のうち、当社に送達がなされているのは24,249件（12月末現在）

※当社に送達された件数は月平均で約90件（平成30年度）

※現在進行中の件数のうち、88件は一部和解が成立している

※和解金額は約3,082億円
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除染等推進活動実績

12月の活動実績

除染 中間貯蔵 廃棄物・リサイクル
環境回復・

コミュニケーション
その他

1,561人(34%) 2,108人(47%) 104人（2%） 594人(13%) 165人（4%）

12月の活動実績合計 4,532人

復興本社設立（2013年1月）からの累計 327,544人

中間貯蔵等に関する
研修への講師派遣等

[活動内容別実績（累績）] 2013年1月～2018年12月（人）

【参考】
・10万人到達・・・2015年 5月 7日

・20万人到達・・・2016年11月18日
・30万人到達・・・2018年 7月17日

至近の主な取り組み

2018年度活動内容の割合
(2018年4月～2018年12月）

35%

45%

2% 15%

3%

楢葉町・広野町

「第１回 高校生が被災地で考える
防災サミット in 福島」への協力
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除染等推進活動

実施時期 2018年12月25日～12月27日

実施場所 楢葉町・広野町（Ｊヴィレッジ）

実施人数 社員 延べ26人

実施内容

ＮＰＯ法人ハッピーロードネット様からの要請により、「第１回 高校生が被災地で考える
防災サミット in 福島」に協力
①参加された全国の原子力発電所立地道県の高校生約40名に対し、福島県産の米・

野菜・果物を試料とした放射能濃度測定の体験サポートを実施
②放射線の基礎知識に関するパネルを展示

「第１回 高校生が被災地で考える防災サミット in 福島」への協力

測定準備の説明の様子

福島第二原子力発電所視察の様子

※2018年12月25日に、本サミットにおいて

福島第二原子力発電所を視察（社員20名で対応）

生徒による測定体験の様子

発表会の様子

測定結果解説の様子

生徒による測定準備の様子

「NaIシンチレーション
スペクトロメータ」にて分析
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清掃・片付け 除草・除雪 一時帰宅対応等 その他

復興推進活動実績

[活動内容別実績（累積）] 2013年1月～2018年12月

至近の主な取り組み

大熊町

2018年度活動内容の割合
(2018年4月～2018年12月）

（人）

【参考】
・10万人到達・・・2014年 9月12日

・20万人到達・・・2015年10月15日
・30万人到達・・・2016年11月 3日
・40万人到達・・・2018年 2月 1日

12月の活動実績
清掃・片付け

（屋内清掃・大型家財搬出等）
除草・除雪

（町道・住宅進入路・公共施設等）
一時帰宅対応等

その他
（イベント運営補助・介護研修会等）

508人（12％） 2,456人（58％） 525人（13％） 731人（17％）

12月の活動実績合計 4,220人

復興本社設立（2013年1月）からの累計 459,166人

双葉町「ダルマ市」への協力大熊町「里がえり もちつき大会」への協力

いわき市
（復興公営住宅勿来酒井団地）

16%

58%

10%

16%
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復興推進活動実績

双葉町「ダルマ市」への協力

実施時期 【復興推進活動】2019年1月9日、11日～13日 【イベント】2019年1月12日～13日

実施場所 いわき市（復興公営住宅勿来酒井団地）

実施人数 社員 延べ76人

実施内容

夢ふたば人（双葉町町民有志団体）ならびに双葉町からの依頼により、双葉町「ダル
マ市」の開催にあたり、会場設営、運営補助ならびに駐車場での車両誘導に協力
イベント当日は、当社ブースも出展させていただき廃炉の進捗状況、復興推進活動の
紹介とあわせて現在の双葉町内の様子を撮影した写真を展示

＜活動の様子＞

会場設営の様子[2019年1月11日撮影]当社ブースの様子[2019年1月12日撮影]

「巨大ダルマ引き」の様子
[2019年1月12日撮影]

「三字の神楽」奉納の様子
[2019年1月12日撮影]

7



復興推進活動実績

大熊町「里がえり もちつき大会」への協力

実施時期 2018年1月14日

実施場所 大熊町

実施人数 社員 4人

実施内容
おおくまコミュニティづくり実行委員会の一員として企画段階より参加させていただ
き、大熊町の復興拠点である大川原地区にて開催された「里がえり もちつき大会」に
おいて駐車場での車両誘導を実施

＜活動の様子（撮影：2019年1月14日）＞

車両誘導の様子

町民の方々による復興メッセージを描く様子
（水張前の調整池壁面にて）

車両誘導の様子

町民の方々による「もちつき」の様子
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「発見！ふくしま」キャンペーンの取り組み

流通促進活動実績

2018年５月に都内で開催されたフードサービス研究会様の例会にて、福島県産品に関する講演・試食会
を開催。会員様に福島県産品への理解を深めていただくとともに、品質や美味しさを実感いただいた
2018年10月には、同研究会の会員である老舗・名店の飲食店様７社をお招きし､JA全農福島様のご協力
のもとで、福島牛・川俣シャモの産地見学会および試食会を開催
現地での肥育・繁殖状況の視察や生産者様との直接対話、また福島県産品の魅力や美味しさに改めて触れて
いただける機会を設定。本年２月からの各店舗様における福島牛・川俣シャモの特別メニューの提供に進展
さらに、福島県産品のブランド力を拡げるため、媒体等を活用した情報発信を展開

1．福島県産品のブランド力向上に向けた取り組みの流れ

① フードサービス研究会様での講演・
試食会の開催【2018年5月16日】

■第1部 講演の様子

■第2部 試食会の様子

■(株)美土里耕産様(本田農場)

■(有)いしがみ牛様(小倉敏孝様)

■ (株)川俣町農業振興公社様

■JA東西しらかわｸ゙ ﾘー ﾝﾌｧー ﾑ様

② 福島牛・川俣シャモの産地見学会および
試食会の開催【2018年10月30・31日】

③ 福島牛・川俣シャモの特別メニューの提供
および情報発信【2019年2月1日～3月31日】

■グルメ雑誌「dancyu ２月号」にて紹介

「福島応援」の輪
【福島県産品の流通拡大に向けた取り組み】

・「発見！ふくしま」キャンペーンの展開
・ふくしま応援企業ネットワークとの連携
・福島県など関係者様との連携
・生産者様と飲食店企業様とを繋ぐ活動
・ＬＩＮＥや当社ホームページ等を活用した情報発信

＜参加いただいた方からの声＞
●生産者様の人柄に触れ、福島県の豊かな自然の
中で、しっかりと整えられた環境の下、元気に育つ
福島牛や川俣シャモを直に見ることができて良かった
●風評被害に負けずに頑張っている姿が印象的であり、
魅力を感じた

●(福島牛を試食して)脂がしつこくなくて美味しい

＜フードサービス研究会様の概要＞
飲食サービス業会員の結束と協力により、
その地位向上と相互の親睦を図り、消費者
に貢献することを目的に、昭和49年3月に
設立。今期で45周年を迎える老舗を含む
全国の有名外食企業経営者等45名で
構成される任意団体

■JA全農福島直売所(愛情館)様

■試食会
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流通促進活動実績

福島牛・川俣シャモの産地見学会に参加いただいた老舗飲食店様７社13店舗にて、福島牛・川俣シャモ
を使った特別メニューの提供予定

企業名 店名・住所 特別メニュー

(株)三笠会館様
三笠会館本店内6店舗

東京都中央区銀座5-5-17 三笠会館本店
福島牛を使ったラグーをあえたフレッシュパスタタリアテッレ
福島牛ハンバーグのパニーノ、福島牛シチューランチ 他

(株)キャピタル東洋亭 本店様
キャピタル東洋亭本店

京都府京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町28-3
福島牛のタリアータ
川俣シャモのグリル

(株)御代川様
日本料理 鯉之助

神奈川県鎌倉市小町1-4-1 御代川ﾋﾞﾙ1階
福島牛のひつまぶし、福島牛のしぐれ煮
福島牛サーロインのくわ焼き

(株)ファインフードシステムズ様
グリル満天星 麻布十番本店

東京都港区麻布十番1-3-1 ｱﾎﾟﾘｱﾋﾞﾙ地下1階
福島牛イチボのビーフカレー
福島牛ショートリブのビーフシチュー

(株)でですけ様
ホルモンでですけ

東京都中央区銀座3-3-9
福島牛希少部位 絶品三点盛り
福島牛カルビ定食

(株)伊藤商店様
車屋別館／鳥焼処車屋

東京都新宿区新宿3-21-1  1～3階／地下1階
福島牛のサーロインステーキ
川俣シャモの串焼き

(株)鮒忠様
ふなちゅう 銀座中央通り店

東京都中央区銀座6-9-4 小坂ﾋﾞﾙ5階
川俣シャモの黒胡椒焼き もも
川俣シャモの焼き鳥 もも・むね

上記の内容は、グルメ雑誌
｢dancyu ２月号｣（2019年1月5日発売）
で詳しく紹介
当社ホームページ｢発見！ふくしま｣
特設サイトで当該記事を掲載する
ほか、LINEでも発信

■ 福島牛・川俣シャモの特別メニューの提供 [2019年2月1日(金)～3月31日(日)] 

見学会先：(株)美土里耕産様(本田農場)、(有)いしがみ牛様（小倉敏孝様)、

ＪＡ東西しらかわグリーンファーム様、(株)川俣町農業振興公社様、

ＪＡ全農福島直売所様（愛情館）、福島県農業総合センター様

参加企業：(株)三笠会館様、(株)キャピタル東洋亭 本店様、(株)御代川様、

(株)ファインフードシステムズ様、(株)でですけ様、(株)伊藤商店様、(株)鮒忠様

■ 福島県産品のブランド力を拡げるための情報発信

【新米・福島牛の試食販売会】

開催月日：2019年2月21日(木)～2月24日(日) 

開催場所：クイーンズ伊勢丹様 14店舗

[東京都] 笹塚店、新高円寺店、仙川店、小石川店、石神井公園店、品川店、

杉並桃井店、白金高輪店、武蔵境店、目白店、国分寺店

[埼玉県] 北浦和店 [千葉県] 本八幡店 [神奈川県] 横浜店

今後に向けた取り組み

■ 産地見学会 [2018年10月30日(火)～10月31日(水)] 

２．取り組み概要

■福島県産米 ■福島牛

※ 各店舗で予定している特別メニューの内容や提供期間は、仕入状況等により変更となる場合がございます。
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